
現地調査（北陸）の概要

資料３－２

【実施日】 平成31年2月5日、6日

【訪問先】  新潟県上越市

 富山県富山市

 石川県金沢市

 福井県鯖江市



調査先概要

1

新潟県上越市 （平成31年2月5日）

富山県富山市 （平成31年2月5日）

福井県鯖江市 （平成31年2月6日）

石川県金沢市 （平成31年2月6日）

〔対応者〕 上越市長（表敬）、理事、財務部長、自
治・市民環境部長 ほか

〔主なヒアリング事項〕
・ 広域合併
・ 地域自治区、地域協議会
・ 近隣市町村との連携 など

◎ 上越市役所

◎ あしたねの森 （高齢者施設と保育園を併設）

◎ 富山市役所 （まちなか総合ケアセンター）

◎ Share金沢 （障害児入所施設、高齢者デイサービス事業所、
サ高住、学生向け住宅などを併設）

◎ 金沢市役所 （金沢広域急病センター）

◎ 鯖江市役所

〔対応者〕 社会福祉法人アルペン会理事長 ほか
〔主なヒアリング事項〕
・ 公・共・私のベストミックス（共・私からみた公）

など

〔対応者〕 富山市まちなか総合ケアセンター所長、
企画調整課長、都市計画課長 ほか

〔主なヒアリング事項〕
・ 連携中枢都市圏の取組 など

〔対応者〕 社会福祉法人佛子園常務理事 ほか
〔主なヒアリング事項〕
・ 公・共・私のベストミックス（共・私からみた公）

など

〔対応者〕金沢市保健局担当局長、企画調整課長、
健康政策課長 ほか

〔主なヒアリング事項〕
・ 連携中枢都市圏の取組 など

〔対応者〕 鯖江市副市長（表敬）、政策経営部長、情
報政策監、市民まちづくり課参事 ほか

〔主なヒアリング事項〕
・ オープンデータの取組
・ 住民参画によるまちづくり など



現地調査での主な意見 （上越市）

【合併の評価】
→ 合併の評価は、誰が評価するか、何を比較するかが難しい。行政としては効率化が図られて、財源がまち
づくりに活かせるようになった。旧町村が廃れる、という声にどう答えるのかが課題。

→ 合併に伴う財政措置が講じられたが、一体感の醸成や新市を形づくるハード整備については10年では短い。

【インフラ・公共施設】
→ 近年では土木・建築技師の確保が難しい。民間経験者の採用も行っているが、応募人数が少ない。
○ 公共施設の集約に当たって、廃止と合わせて、別の施設の設置やサービス向上を行うのか。
→ まずは老朽化した施設や利用の少ない施設から再編を進めた。以前は施設のカテゴリごとに優先順位を付
けていたが、今後はその地域ごとに必要な施設・機能を地域自治区ごとの地域協議会や関係者で議論して
いただき、施設の再編を進めていきたい。

→ 上越市の車道除雪延長は1,700km。近年でも新規が廃止を上回り、延びている。除雪費用の負担が大きい。
→ 「合併してもいいことはなかった」、「新幹線が開通しても恩恵がない」という声はある。実際には市民への福
祉サービスが向上している面や税収増加の恩恵を受けている面があるが、地元の施設の廃止に目が向い
てしまう。

【近隣市町村との連携】
○ 定住自立圏を形成しない理由は何か。また、近隣市町村とどのような連携が考えられるか。
→ 広域合併により圏域を先行して形成。市域が広く、日常的な業務の協力は一部を除いてほとんどないが、
観光では連携を推進中。

【公共私のベストミックス】
→ 毎年計1.8億円を地域活動支援事業として地域自治区に配分。提案事業は地域協議会が審査している。
→ 上越市内には、NPOの活動を支援するNPOが存在。旗振り役がいて、民間主導の中間支援組織である。
→ 住民組織の中には、高齢化が進み、次代を担う人材の確保に困っている団体もある。

【地域自治区・地域協議会】
○ 地域協議会での議論が活発になる要因は何か。
→ 一概にはいえないが、無報酬であることで、制約なく議論ができるという意見があった。また、地域協議会に
よる自主的な審議事項を、市は真摯に受け止めて対応している。市の姿勢が伝わっているのではないか。 2

凡例
○：委員等の発言
→：ヒアリング先団体の発言



現地調査での主な意見 （富山市（あしたねの森、富山市））

あしたねの森

【行政に期待すること（共・私からみた公）】
→ 高齢者福祉も児童福祉も同じ福祉だが、施設を設置する当初は壁があった。学童、保育、高齢者、障害者
という４つの分野にまたがる施設で、市の関係部署も３課あったので、それぞれに説明して回った。

→ 学校での勉強についていけない子どもに対する支援を行いたいが、学童では学習の支援を行ってはいけな
いと指摘される。親が働くなどして学童を利用している中で、親の役割だと割り切れないのではないか。

○ 補助金を受ける際などに複合施設であることで制約はあったか。
→ 子どもに対する施設であっても、対象となる子どもが異なると連携されていない。また、対象となる属性ごと
に支援メニューがある一方で、健常者と障害者の中間がないため、解決策が見つからないことがある。

→ 若い世代の職員の中には、介護保険に慣れて、施設利用者が必要としていてもメニュー化されていない
サービスは行ってはならないと考える者もいる。

富山市

【インフラ・公共施設／職員体制】
○ 施設の集約をどのように進めているのか。また、長期的な職員体制はどのように見込んでいるか。
→ 合併した旧町２地域の公共施設の再編に関し、地域住民によるワークショップを開催し、プロのファシリテー
タが関わりながら意見集約を行っている。参加住民の公募も行っている。

→ 現在のところ、事務系職員は募集人員を上回る応募はあるものの、技術系職員は不足気味。ベテラン職員
の再任用など工夫している。数十年後のことは予測が難しい。

【連携中枢都市圏】
○ 連携事業をどのように進めてきたのか。また、どのような制度改正があれば連携が進むか。
→ 医療圏や一部事務組合が素地となり圏域を構成。まちなか総合ケアセンターは元々富山市の施設であり、連
携市町村に建設費用の分担を求めずに、利用範囲を拡充した。

→ 今後、圏域で観光の連携を進めたい。緩やかな連携であり、現在のところ制度改正を望む事項は特にない。 3

凡例
○：委員等の発言
→：ヒアリング先団体の発言



現地調査での主な意見 （金沢市（Share金沢、金沢市））

Share金沢

【行政に期待すること（共・私からみた公）】
→ 障害児が壁に囲まれて生活するのではなく、色んな人とかかわる「ごちゃまぜ」の施設を目指した。
→ Share金沢の設立当初とは異なり、近年は「共生社会」の考え方が浸透し、理解が得られやすくなった。
→ 複数の補助金（高齢者福祉、障害者福祉等）を受けて施設を建設した。当初は、補助を受けるために、同じ
施設であっても複数の廊下を設置することを求められたが、断った。

【高齢者向け住宅（サ高住）とCCRC】
○ 日本版CCRCのモデルともいわれるが、CCRCの動きに乗る形で施設を作ったのか。
→ 施設を設けた後から、外部の方々から言われるようになった。
→ 高齢者向け住宅は、県内の需要があると見込んでいたが、実際には県外からの入居が半数以上となった。

金沢市

【連携中枢都市圏／県との関係】
○ 連携中枢都市圏の制度についてどのような点を改善すべきか。
→ 利害が対立しやすく連携が難しい分野もあり、財源措置も含めて、調整をどう応援するかが課題。都市・交通
など空間に関わるものも進めるべきだが、進んでいない。サービスの供給主体となることも考えられる。

→ 都道府県からのアドバイスや支援があると連携に取り組みやすい。財政支援があるとより良い。
→ 専門人材には地域的な偏りがあり、都市に集まる。分野によっては県全体でやった方がいいものもある。

【公共施設】
→ 公共施設の整備・維持管理にメリハリをつけて財政措置すると市町村の行動は変わるのではないか。
○ 連携を進めると、周辺市町から施設が連携中枢都市に集中するという声が出ないか。
→ １市町村に複数ある施設であれば、市町村境部分などで相互に統廃合の可能性はある。住民に「近隣市町
村の施設を使っても料金は低くする」といった提案をすれば、利用者はこだわらないのではないか。

4

凡例
○：委員等の発言
→：ヒアリング先団体の発言



現地調査での主な意見 （鯖江市）

【オープンデータ】
○ オープンデータの取組によって便利なアプリが開発されているが、開発費用はどうしているのか。
→ 例えば、バス路線のデータは、整備に1,000万円程度かかったが、その後は誰でもアプリを作成できる状態
で、ほとんど費用をかけていない。

○ ICTを活用することで、2040年に職員数を半分にすることにつながるか。
→ 既存の職務と同じ仕事の仕方では難しい。従来の品質を維持することは難しくなるので、権限のある者が一
定の妥協をする必要があるのではないか。学校でも、ICTを使いこなす教職員であれば効率性が高くなる。

○ 鯖江市のアプリ（250種類）のどの程度を市民が作成しているのか。
→ 全て市民が作成している。アプリはプログラミング教育を受けた子どもが作成することができるレベルのもの。
○ オープンデータの取組は職員に浸透しているのか。
→ 市長がことあるごとに職員に説明している。研修を３年程度行っており、職員の抵抗感はなくなっている。

【住民参加の取組】
○ JK課が取り上げられるが、それ以前に市民活動が活発でなければうまく行かなかったのではないか。
→ 1995年に世界体操競技選手権鯖江大会を開催し、多くの市民がボランティア活動を体験。大会を成功させ
たことで自信になり、市民活動が活発になった。

→ JK課が発足して３年後に高校生サミットを開催した。あわせて、OCサミット（OC＝おばちゃん）も開催している。
○ 長期的には、男子の方が市内に戻ってくる割合が高いのではないか。
→ JK課の取組と並行して、男子学生も募集しており、毎年男子学生も数名参加している。
→ 高校生の間に鯖江市のことを知り、県外に出ても自分に戻る場所はあることを知ってもらおうという考え方。
→ 結果として、JK課卒業生19名中、17名は県内にとどまり、13名は今もまちづくり活動を継続している。

【公共施設・インフラの維持】
○ 長期的な公共施設・インフラの維持として、2040年頃までを見通しているか。縮小・再編が必要ではないか。
→ 現在の試算では年80億円に上る維持更新費用を削減したい。今後、個別計画を作成。2040年までは見通し
ていない。世界大会の際に整備した施設の更新が一気にくるのでいかに平準化するかが課題。 5

凡例
○：委員等の発言
→：ヒアリング先団体の発言



現地調査（北陸）の概要（参考資料）

資料３－２
（参考資料）



上越市



人 口 ： 196,987人
（平成27年国勢調査）

面 積 ： 973平方キロメートル

歴 史 ： 昭和46年4月、上越地方の経済の

中心で文教都市として発展した古く

からの城下町・高田市と直江津港

後背の臨海工業都市として発展した

直江津市が対等合併して誕生。

平成17年1月1日に、

近隣13町村と合併し

新生上越市がスタート。

上越市の概要

安塚町

浦川原村

大島村

牧村

柿崎町
大潟町

頸城村
吉川町

中郷村
板倉町

清里村

三和村

名立町

上越市



柿崎区

大潟区

頸城区

吉川区

三和区

清里区

牧　区名立区

板倉区

中郷区

大島区
浦川原区

安塚区

■１３の地域自治区
（平成17年1月～）

■２８の地域自治区
（平成21年10月～）

地域自治区の区域

旧町村の区域に
設置

概ね昭和の大合
併前の区域で設
置

柿崎区

大潟区

頸城区

吉川区

三和区

清里区

牧　区名立区

板倉区

中郷区

大島区
浦川原区

安塚区

保倉区
直江津区

八千浦区

有田区

津有区

新道区

高士区

三郷区

春日区

谷浜・桑取区

高田区

金谷区
和田区

諏訪区

北諏訪区



■制度上の位置付け
○市長の附属機関

上越市の地域協議会の概要

■話し合う内容
○市長から意見を求められた案件（諮問事項）

・区内の公共施設の設置や管理・運営など
○地域協議会が自主的に選んだテーマ（自主的審議事項）

・身近な暮らしの課題から、地域特性をいかしたまちづくりのあり方まで

■話し合いの成果
○諮問に対する答申

⇒ 地域協議会の思いがあれば附帯意見として提出
○意見書を市長に提出

⇒ 市長の判断により市政運営の中で実現
○「地域を元気にするために必要な提案事業」

⇒ 提案された事業を市が予算計上
※ 必要があると認められる場合には適切な措置を講じなければならない。



地域自治区のイメージ
■「地域自治区」とは、
・市内をいくつかの区域に分けて、それぞれの区域に

・地域の意見の取りまとめを行う「地域協議会」と、

・区域内の市の事務を行う「事務所」を置くという地方自治法に基づく制度。



富山市①
あしたねの森











富山市②
まちなか総合ケアセンター



総曲輪レガートスクエア ～ひらかれた地域の健康拠点～

青池学園

グンゼスポーツ

ナチュラルカフェ広貫堂
立体駐車場 ローソン
ファーマみらい広貫堂薬局

既存体育館

富山市医師会
看護専門学校

パティオ 富山市まちなか総合ケアセンター

（レガート：結びつき、音を切らずになめらかに演奏する）

赤字は公共施設
青字は民間施設



富山広域連携中枢都市圏の取り組み
名 称：富山広域連携中枢都市圏
構成市町村：富山市、滑川市、舟橋村、上市町、立山町
協約締結日：平成３０年１月１０日
圏域の人口：５０１，６７０人（平成27年 国勢調査）
圏域の面積：１８４３．８７ｋ㎡

圏域全体の経済成長のけん引
1 富山広域連携中枢都市圏ビジョン懇談会運営事業
2 薬用植物栽培の事業化推進事業
3 滞在型観光連携事業

高次の都市機能の集積・強化
4 二次救急医療体制の確保
5 富山駅周辺整備事業

圏域全体の生活関連機能サービスの向上
6 「富山市まちなか総合ケアセンター」における障害児支援事業
7 「富山市まちなか総合ケアセンター」における病児保育事業
8 「富山市まちなか総合ケアセンター」における産後ケア事業
9 こども医療費助成事業における広域サービスの提供
10 「ＴＯＹＡＭＡキラリ」を活用した教育普及事業
11 孫とおでかけ支援事業
12 有害鳥獣農作物被害対策事業



産後ケア応援室
産後のお母さんの心身の回復と、お子さんとの新しい生活を安心して過ごすことがで

きるようサポートします。

【対象者】
富山市、連携市町村（滑川市、舟橋村、上市町、立山町）に住民票

がある、または富山市へ里帰りしている、概ね産後４か月までの母親
とその子で、育児に不安がある方、家族支援が受けられない方

※平成３０年４月より対象者が拡大（下線部）

【事業内容】 ・デイケア
・宿泊
・教室（1回１０組/週２回開催）

【営業時間】 ２４時間体制（年末年始12/29～1/3除く）
【配置職員】 助産師、保健師、社会福祉士、

精神保健福祉士など

全国初 市直営の産後ケア施設

（平成29年度実績）
利用登録者 212人
デイケア 延207日
宿泊 延305泊

特徴的な取り組み①



お迎え型病児保育（病児保育室）

【利用対象者】

医師による「診療情報提供書」に基づき、病児保育室での病児保育

が可能であると診断されている病態であり、富山市、連携市町村

（滑川市、舟橋村、上市町、立山町）に住所を有する

◎満６ヶ月以上の未就学児 （お迎え型は満１歳以上）１０名

※平成３０年４月より利用対象を拡大（下線部）

【実施日】
月～金曜日（土・日曜日・祝日
年末年始12/29～1/3は除く）

【保育時間】 ７：３０～１９：００

お子さんが体調を崩し、保護者が仕事の都合等で家庭保育ができない場合、
保護者に代わって保育看護します。

全国初 「お迎え型事業」を西田地方
保育所で先行実施（平成28年10月）

（平成29年度実績）
利用登録者 654人
病児保育 延814人
お迎え型 延 7人

特徴的な取り組み②



【対象者】 乳幼児期からの発達の気になる子どもと保護者
【事業内容】 （１）児童発達支援事業

（２）障害児相談支援事業
（３）発達障害児相談支援事業
（４）乳幼児発達支援相談支援事業
（５）事業者のネットワークづくり事業

【実施日】 月～土（日曜日・祝日・年末年始12/29～1/3は除く）
【営業時間】 ８：３０～１７：００
【配置職種】 保育士、児童指導員、社会福祉士、作業療法士、

理学療法士、言語聴覚士、臨床心理士、
保健師、看護師等

心や身体に発達の遅れが心配される子どもに対し、早期からの相談及び訓練などの

支援を行い、障害児とその保護者への切れ目ない支援を推進する。

こども発達支援室

（平成29年度実績）
相談 延 5,379件
利用者 延10,942人

(1)～(3)については、30年4月から
滑川市、舟橋村、上市町、立山町に
お住まいの方も利用できます

特徴的な取り組み③
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金沢広域急病センター 概要 

【開設までの経緯】 
平成 26 年度 
○本市の救急医療体制の諸課題を検討するために、「金沢市救急医療体制検討会」（座

長：金沢市医師会長）を設置（4 回開催） 
 
【主な論点】 
・夜間急病診療所（施設設備の老朽化、駐車場の不足、小児科出向医の体制） 
・一次救急の分散（二次救急病院にも多数の時間外軽症患者） 

  
○金沢市救急医療体制検討会報告書とりまとめ（平成 27 年 3 月） 
 
【提言】 
①夜間急病診療所の移転新築等を行い、急病センター（仮称）として機能強化 
②病院勤務医も含め、石川中央医療圏の小児科医全体で体制を構築することが理想 
③南加賀急病センターのように医療圏で初期救急体制を運営することが理想 
④二次や三次の医療機関に軽症患者が集中することがないよう、救急の適切な利用を 
市民に啓発していくことが必要 

 
平成 27 年度 

○行 政 側の動き：白山市から、小児救急について広域連携の提案があり、 

連携中枢都市圏による取組の中で実施できないか検討 

○小児科側の動き：小児救急に関しては、医療圏での広域運営が望ましい。 

場所は、駅西福祉健康センターが適している。 

※石川中央医療圏（金沢市、白山市、かほく市、野々市市、津幡町、内灘町）  
石川中央医療圏の行政、医師会等関係者で調整 

 
○金沢市保健医療審議会（会長：金沢市医師会長）で方針が決定（平成 28 年 2 月） 

 
①夜間急病診療所の小児科を医療圏を構成する４市２町で共同運営 

②夜間急病診療所を大手町から駅西福祉健康センター（西念３丁目）に移転 

 
平成 28 年度 

○急病センター（仮称）整備懇話会（座長：金沢市医師会長）を設置し、施設の整備や

運営についての基本的方針を協議 
○改修工事実施設計 

 
平成 29 年度 
○改修工事（8 月～12 月） 
○急病センター（仮称）整備懇話会提言書とりまとめ（10 月） 
○４市２町で小児科共同運営の基本的合意（10 月） 

 
 平成 30 年 4 月 9 日（月）金沢広域急病センター開所 （大手町は 4/8 で診療終了） 

 
【施設概要】 
  名称：金沢広域急病センター 
  場所：石川県金沢市西念３丁目４番２５号（駅西福祉健康センター１階） 
  主な設備：診察室（小児科２・内科２）、処置室、薬局、点滴室、Ｘ線撮影室、隔離室 

延床面積：９０５㎡ 
駐車場：地下駐車場   ６０台（支え合い駐車場２台） 

      建物正面駐車場 １６台（支え合い駐車場２台） 
      敷地隣接駐車場 ４９台 
  電話：076-222-0099 
  FAX：076-222-5566 
  URL：www.kanazawa-kouiki.jp 
 
【開 設 者】 

金沢市 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※小児科の運営経費（診療収入で不足する額）は、各市町患者数の比率により費用負担する。 
 
【診療日／診療時間】 

毎日（年中無休）／１９：３０～２３：００ 
※受付時間「１９：００～２３：００」 

 
【診 療 科】 

小児科・内科 

１ 

石川中央こども初期救急医療協議会
【金沢市・白山市・かほく市・野々市市・津幡町・内灘町】

（公財）金沢総合健康センター
【金沢市・金沢市医師会】

石川中央こども初期救急医療協議会

運営委員会

金沢総合健康センター

運営委員会急病診療部会

金沢市
委託

〈小児科運営主体〉

専門的な見地から
運営の具体的な事項を検討

運営全般についての
基本方針を検討

行政

金沢市医師会
白山ののいち医師会

河北郡市医師会
県小児科医会
薬剤師会、看護協会

金沢総合健康センター
住民代表

〈内科運営主体〉

〈運営受託者〉

連携

委託



 
【スタッフ】 

小児科医：１人（金沢市医師会、白山ののいち医師会、河北郡市医師会 
           金沢大学附属病院、金沢医科大学病院 ほか） 
   内 科 医：１人（金沢市医師会） 
   薬 剤 師：１人（金沢市薬剤師会、石川県薬剤師会白山ののいち支部・河北支部） 

看 護 師：４人（臨時職員雇用） 
事 務 員：２人（受付事務委託） 
警 備 員：１人（委託職員） 
 ※ただし、繁忙期は追加配置あり 

 
【二次救急・後方支援体制】 
  夜間医療機関案内：午後７時３０分から翌朝９時まで 
           （午後１１時以降は、電話自動応答案内） 
           ホームページにて、当日の二次救急応需病院を案内 
 
【施設の活用】 

昼間は、こども（３か月児・１歳６か月児・３歳児）の健診医療機関として、 
夜間は、初期救急の診療所として利用。 

 
【診療方針】 

・小児科と内科の急病患者を診療します 
・原則として応急処置のみを行います 
・精密な検査や入院が必要な方には病院を紹介します 
・薬の処方は原則１日分です 
・翌日以降、かかりつけ医の診療時間内に診療を受けてください 
 

【平面図】 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【参考】 
○旧施設（大手町夜間急病診療所）の概要 
・開  設：昭和 57 年 5 月 
・診 療 科：内科、小児科 
・診療時間：１９：００～２３：００（年中無休） 
・職員体制：内科医：１人（金沢市医師会） 

小児科医：１人（金沢市医師会。週１回は金沢大学附属病院から） 
薬剤師：１人（金沢市薬剤師会） 
看護師：３人（臨時職員雇用） 
事務員：１人（受付事務委託） 

    ※ただし、繁忙期は追加配置あり 
・施設概要：所在地 金沢市大手町３番２３号（金沢健康プラザ大手町西館１階） 

延床面積４９５㎡ 
 

○近年の患者数推移                （単位：人） 
区分 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 
小児科 3,706 3,529 4,010 4,122 4,449 
内科 2,404 2,542 2,515 2,827 2,805 
合計 6,110 6,071 6,525 6,949 7,254 

                     ※約 85％が金沢市民 
 
 
 
 
  

２ 



鯖江市



つつじバスロケーション＆
丹南病院発着情報サービス

公開データ 200種類、民間作成アプリ 250種類

・行政の透明性を図り、市民

の信頼を高める。

・市民との情報共有が図られ

ることにより、市民との協

働によるまちづくりを実現。
橋梁マップアプリ

バス乗客リアルタイムオープ
ンデータシステム

市民協働アプリ「さばれぽ」

ホームページ上で、さまざまな情

報（オープンデータ、アプリ）を

公開



2014年 鯖江市生まれ
“子ども向けパソコン「ichigojam」”
を使い、IT人材の育成

光、音、制御

小中学校にプログラミングクラブ発足
IT人材の育成～プログラミング教育義務教育化に向けて～
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鯖
江
市
役
所
Ｊ
Ｋ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
詳
細
説
明

 

 
 
※

2
0
1

8
.6

.2
5
現
在

 

団
体
名

 
 
鯖
江
市
役
所

J
K
課

 

発
足
日

 
 

2
0
1

4
.4

.1
4
 

参
加
者
数

 
6
高
校

4
3
人
 
 
※

2
0
1

8
.6

.2
5
現
在

 

活
動
概
要

 

 
鯖
江
市
は

2
0
0
3
年
に
「
鯖
江
市
市
民
活
動
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
、

2
0
1
0
年
に
「
鯖
江

市
民
主
役
条
例
」
を
市
民
提
案
か
ら
制
定
し
、
他
地
域
に
先
駆
け
て
「
市
民
主
役
・
市
民
協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
活
動
は
一
部
の
市
民
や
特
定
の
団
体
の
間
に
留
ま
る
こ
と

が
多
く
、
そ
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
ま
た
、
特
に
女
性
の
高
校
卒
業
後
の
転
出
や
地

域
離
れ
は
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
お
し
つ
け
る
こ
と
な
く
、
地
域
に
興
味
や
関
心
・
愛
着
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
の
施
策
が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
鯖
江
市
は
、
若
者
や
女
性
が
日
常
生
活
の
中
で
気
軽
に
地

域
活
動
に
参
加
し
、
自
分
事
と
し
て
楽
し
み
続
け
て
も
ら
う
た
め
の
実
験
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

2
0
1
4
年

4
月
に
「
鯖
江
市
役
所

J
K

課
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
手
法
等
、
い
か
に

も
大
胆
な
提
案
に
対
し
、
行
政
と
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
女
子
高
生

自
ら
が
企
画
し
、
大
人
を
巻
き
込
み
な
が
ら
地
域
活
動
を
実
践
す
る
こ
と
を
通
じ
、
若
者
や
女
性
が
進

ん
で
行
政
参
加
を
図
っ
て
い
く
新
た
な
モ
デ
ル
都
市
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
女

子
高
生
た
ち
は
自
由
な
環
境
下
で
自
ら
が
企
画
し
、
大
人
や
地
域
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
年
間

8
0
日
、

2
0
回
以
上
の
事
業
実
施
と
い
う
予
想
以
上
の
実
績
に
の
ぼ
り
、
多
様
な
活
動
に
取
り
組
み
続
け
て
い

ま
す
。

 

活
動
の
広
が
り

 

■
多
世
代
へ
の
波
及

 

 
女
子
高
生
が
自
由
な
環
境
下
で
大
人
を
巻
き
込
み
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予
想
外
の
化
学

反
応
が
生
ま
れ
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ほ
ど
な
く
多
様
な
世
代
が
賛
同
し
始
め
ま
し
た
。

4
年
間

で
1
0
回
を
数
え
た
「
ゴ
ミ
拾
い
企
画
」
で
は
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の
市
民
が
毎

回
1
0
0
人
以
上
集
い
、
多
世
代
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

J
K

課
の
活
動
に
感
銘
し
た

4
0
代
以
上
の
女
性
た
ち
が
、
私
た
ち
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
と
、

2
0
1
4
年

6
月
に
「
鯖
江
市
Ｏ
Ｃ
（
お
ば
ち
ゃ
ん
）
課
」
を
発
足
し
て
イ
ク
メ
ン
パ
パ
へ
の

支
援
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
、
男
子
高
校
生
も
、

2
0
1
5
年

4
月
に

J
K
課

O
G
が
設
立
し

た
「

S
A

N
」
に
加
入
し
て
活
動
を
始
め
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
自
分
事
と
し
て
多
世
代
に
波

及
し
て
い
ま
す
。
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 ■
全
国
へ
の
横
展
開

 

 
2
0
1
6
年
に
は
姉
妹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
愛
知
県
豊
橋
市

J
K

広
報
室
や
滋
賀
県
湖
南
市
役
所

J
K

 
課
が
誕
生
す
る
な
ど
、
全
国
へ
広
が
っ
て
い
ま
す
。

 

        継
続
性

 

■
学
校
の
理
解
と
協
力
の
拡
大

 

 
2
0
1
4
年
の
発
足
当
時
は
全
国
か
ら
の
誹
謗
中
傷
も
あ
っ
て
、
学
校
側
の
賛
同
は
ほ
と
ん
ど
な
く

2

校
1
3
人
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
多
く
の
市
民
の
協
力
と
支
援
を
い
た
だ
く
中
、

J
K

課
が
女
子

高
生
に
と
っ
て
の
居
場
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
地
道
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
通
じ
て

J
K

課
の
活
動
を
公
欠
扱
い
に
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
学
校
側
と
の
間
で
信
頼
関
係
が
育
ま
れ
、
現
在
で
は

6
校

4
3
人
の
女
子
高
生
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

2
0
1
6
年
度
は
現
代
社
会
、

2
0
1
7・

2
0
1
8

年
度
に
は
家
庭
科
の
高
校
の
副
読
本
に
も

J
K
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
社
会
的

な
評
価
も
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

■
地
域
住
民
と
の
絆

 

 
ス
イ
ー
ツ
で
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
市
内
菓
子
店

1
1
人
か
ら
な
る
パ
テ
ィ
シ
エ
グ
ル
ー
プ
「
ボ

ー
ノ
夢
菓
房
」
の
積
極
的
な
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
住
民
と
の
深
い
絆
の
中
で
、
発
足
当
初

か
ら

5
年
に
亘
っ
て
、

J
K
課
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
を
製
作
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

 

      
 

市
民
と
仮
装
し
て
ゴ
ミ
拾
い

 
豊
橋
市

J
K
広
報
室
を
訪
問

 

現
代
社
会
副
読
本
表
紙

 
J
K
課
ｵﾘ
ｼﾞ
ﾅﾙ
ｽｲ
ｰﾂ
開
発
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 地
域
資
源
の
活
用

 

■
鯖
江
の
地
場
産
業
「
メ
ガ
ネ
」
の
デ
ザ
イ
ン

 

 
福
井
県
眼
鏡
協
会
の
協
力
に
よ
り
、
国
内
製
造
シ
ェ
ア
約

9
6
％
を
誇
る
地
場
産
業
の
メ
ガ
ネ
フ
レ

ー
ム
を
女
子
高
生
の
視
点
で
デ
ザ
イ
ン
し
、
国
際
メ
ガ
ネ
展

IO
F

T
に
出
展
し
商
談
に
参
加
す
る
な
ど
、

全
国
に
向
け
て
地
場
産
業
の

P
R
に
寄
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鯖
江
商
工
会
議
所
眼
鏡
業
部
会
か
ら
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
や
視
察
・
講
演
時
に
鯖
江
の
メ
ガ
ネ
を

P
R
し
て
い
ま
す
。

 

■
鯖
江
の
特
産
品
と
大
手
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
と
の
コ
ラ
ボ

 

 
河
和
田
地
区
の
伝
統
薬
味
で
あ
る
辛
み
の
効
い
た
「
山
う
に
」
を

P
R
し
よ
う
と
、
地
元
企
業
と
の

コ
ラ
ボ
に
よ
り
、
子
ど
も
や
女
性
に
も
食
べ
や
す
い
「
ア
ボ
ガ
ド
山
う
に
た
こ
焼
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
（
株
）
ロ
ー
ソ
ン
と
の
共
同
で
「
山
う
に
」
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
と
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
を
開
発
し
、

2
0
1
8
年

1
月
か
ら

6
週
間
の
期
間
限
定
で
中
部
エ
リ
ア
約

1
,5

0
0
店
舗
で
販

売
し
て

P
R
し
ま
し
た
。
他
に
も
、
チ
ー
ム
農
業
女
子
を
結
成
し
て
、
北
中
山
地
区
の
伝
統
野
菜
「
川

島
ご
ぼ
う
」
の
収
穫
の
様
子
を
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て

P
R
し
ま
し
た
。

 

        創
意
工
夫

 

■
大
人
は
裏
方

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
あ
た
っ
て
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
人
が
ま
ち
づ
く
り
や
市
政
と
い

っ
た
こ
と
を
教
育
せ
ず
、
主
役
で
あ
る
女
子
高
生
た
ち
を
「
信
じ
て
、
任
せ
る
」
こ
と
。
活
動
時
の
服

装
や
髪
色
も
高
校
生
自
身
に
判
断
を
任
せ
て
い
ま
す
。
大
人
か
ら
の
押
し
付
け
は
一
切
排
除
し
、
大
人

は
メ
ン
バ
ー
自
身
が
考
え
た
も
の
を
後
方
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
徹
し
て
い
ま
す
。

 

■
J
K
が
主
役
の
ゆ
る
く
て
ち
ょ
っ
と
だ
け
堅
い
会
議

 

 
J
K

課
の
会
議
は
大
人
が
主
導
す
る
こ
と
な
く
、
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
と
い
っ
た
ア
イ
テ
ム
を
使
っ

て
話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
り
、
時
に
は
「
Ｋ
Ｊ
法
」
と
い
う
手
法
を
用
い
た
り
し
て
、
や
っ
て
み
た

い
こ
と
や
普
段
の
悩
み
ご
と
を
付
せ
ん
に
書
き
出
し
グ
ル
ー
プ
分
け
し
な
が
ら
、
幾
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ

J
K
課
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ガ
ネ

IO
F

T
 

ロ
ー
ソ
ン
「
山
う
に
」
コ
ラ
ボ
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 ク
ト
に
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

J
K

課
に
リ
ー
ダ
ー
は
存
在
せ
ず
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
の
中
で
、
や
っ

て
み
よ
う
と
決
ま
っ
た
企
画
ご
と
に

L
IN

E
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、
そ
の
企
画
を
や
り
た
い
メ
ン
バ
ー

同
士
が
話
を
進
め
ま
す
。

 

        成
果

 

■
地
域
の
大
人
や
地
域
、
そ
し
て
若
者
自
身
の
「
変
化
」

 

 
全
国
へ
の
「
鯖
江
市
」
の
知
名
度
向
上
に
は
繋
が
っ
て
お
り
、

4
年
間
で

1
5
0
件
、

2
,0

0
0
人
を
超

え
る
方
が
鯖
江
市
へ
視
察
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
大
人
は
若
者
に
対
し
「
政
治
に
無
関

心
な
若
者
に
意
見
を
求
め
て
も
無
駄
」
と
い
っ
た
先
入
観
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
通
じ
て
大
人
側
の
こ
う
し
た
思
い
込
み
が
排
除
さ
れ
、
若
者
と
一
緒
に
何
か
や
っ
て
み
よ
う

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
大
き
な
成
果
の
一
つ
で
あ
り
、
大
人
側
の
「
変
化
」
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
メ
ン
バ
ー
自
身
に
と
っ
て
も
、
地
域
住
民
や
行
政
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
社

会
そ
の
も
の
が
他
人
事
か
ら
自
分
事
へ
と
変
わ
り
、
主
権
者
意
識
が
芽
生
え
て
き
た
こ
と
も
大
き
な
変

化
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

■
J
K
課
卒
業
後
も
鯖
江
を
舞
台
に
ま
ち
づ
く
り

 

 
福
井
県
で
は
高
校
生
の

3
割
が
県
外
へ
転
出
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

J
K
課
卒

業
メ
ン
バ
ー

1
9
人
の
う
ち

1
7
人
は
県
内
で
の
就
職
や
進
学
の
道
を
選
び
、
そ
の
う
ち

1
3
人
は

S
A

N

や
（
一
社
）
ゆ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
い
う
市
民
団
体
を
設
立
し
た
り
、
参
加
し
た
り
し
て
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

 

  

 

会
議
風
景

 
や
り
た
い
こ
と
は
自
分
た
ち
が

 

地
元
と
コ
ラ
ボ
農
業
女
子

 
J
K
課

O
G
お
も
て
な
し
企
画
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